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平成 23 年度 11 月教育委員会定例会会議録 

 

日時：平成 23 年 11 月 25 日（金） 

午前 10 時 00 分より 

場所：二宮町町民センター2A クラブ室 

                            

 

― 開会宣言 ― 

（委員長）平成 23 年度 11 月定例教育委員会議を開催します。 

 

― 署名委員の指名 ― 

小林委員を指名する。 

 

― 教育長事務報告 ― 

（教育長）11 月事務報告を行う。 

 

（教育次長）政策会議報告を行う。 

 

（各課長）各課の事業報告・事業予定について説明する。 

 

○ （小林委員）今問題になっている通知表の件ですが、二宮町では通知表はコンピュータ処理を

していますか。 

○ （教育総務課長）全校でパソコン処理をしています。 

○ （小林委員）新聞で見たのですが、パソコンで入力がずれたことが原因とありました。始めが

ずれるとあとがずれてしまいます。一番の根本をどうしたらよいか、チェックをどうするか等

が問題ですが、複数の目でどのようにチェックするか、学校現場はどのようなことを考えてい

るかお聞きしたいと思います。 

○ （教育長）二宮の学校はその件では問題なかったので、今までのようにチェックを進めてほし

いと話しました。コンピュータに頼らず手作業のチェックが必要ではないかと思います。 

○ （小林委員）教師は一生懸命成績をつけて、コンピュータ入力がやっと終わったと安心してし

まうのかもしれません。手作業でチェックするなど工夫をしないと同じことが起きてしまうの

で、現場に改めて伝えてほしいです。 

○ （武井委員）なぜ間違えるのか理解できません。民間会社の給与計算を間違えるのと同じこと

だと思います。どうしてチェックしないのか、不自然な気がします。 

○ （委員長）コンピュータのせいにしてはいけないと思います。数字の間違えだけではなく、記

載の間違えだったのでしょうか。 

○ （教育次長）いろいろなミスだったようです。 

○ （教育長）成績の付け方で一番大切なことは、コンピュータで数値化し出た成績について、な

ぜこうなったのか、その子にどういう指導が必要か検討するということです。コンピュータに



頼って成績を出せばよいという考え方は本来の成績をつけるということではありません。 

○ （武井委員）小規模のクラスになり、もし通知表に名前がなくても、これはこの子の通知表だ

とわからなくてはいけないと思います。記載ミスがなぜおきたのか、教える側の人間力の問題

ではないかと思います。 

○ （教育長）校長会で皆さんのご意見をお伝えしようと思います。 

○ （教育長）生涯学習班の事業の参加者について、町民大学の講座やわらべうたの参加者が尐な

いのですが、増やすことはできませんか。 

○ （生涯学習課長）わらべうたは当日受付で、天気にも左右されることがあり、参加者はその月

ごとに多い尐ないの波があります。町民大学等の講座については、参加者が 5 人未満の場合は

講座を取りやめることになっています。できるだけＰＲを考えていきたいと思います。 

○ （小林委員）図書館の事業について、二宮中学校の総合学習で利用がありますが、とてもよい

ことです。先日山西小学校の図書室を見学させていただいたら、結構充実していると感じまし

たが、町図書館と学校図書館との連携については、どのようになっていますか。 

○ （生涯学習課長）年に何回か会議をしていて情報交換等をしています。本や読書の相談につい

ては随時対応しています。中郡の学校図書館の担当者の研修会等も今月行われました。 

○ （小林委員）町の図書館の本を、学校が借りたりなどしますか。 

○ （生涯学習課長）夏休みの推薦図書について貸し出しをしています。通常は学校から要望があ

れば対応しています。 

○ （小林委員）朝読書をやっている学校で、１～２ヶ月程度図書館の本を借りたいという要望に

は対応していますか。 

○ （生涯学習課長）対応する体制はあります。 

○ （小林委員）二宮中学校は総合学習の時間に町の図書館を利用していて、利用方法を知るには

とても良いと思います。時間的なこともありますので、事前にこういうことが知りたいという

ことを図書館の司書の方にご相談したりできるとよいと思います。 

○ （教育長）職業体験で、図書館に中学生が実習に来ることを受け入れています。 

○ （教育長）小中学校図書館との連携の会議をやっていますが、具体的な内容について話してく

ださい。 

○ （教育総務課副主幹）学校図書館と町の図書館と教育総務課で年に２回会議を開催しています。

会議では、その時の相談・課題を話したり、読書活動について情報交換をしたりしています。 

○ （委員長）ラディアンの図書館の相談員は素晴らしいと思います。本当に親身になって本を選

んでくれるし知識を持っています。町の図書館と学校との交流会を持っていることはよいこと

だと思います。 

○ （教育総務課長）学校図書館の充実について、学校の図書館の貸出のコンピュータを昨年度入

れ替えたり、今年の３月に補正予算で国からの交付金により、図書等を購入し充実を図ってい

ます。小規模の町ですので、町の図書館と学校図書館とでお互いに顔の見えるところで連携を

深めています。 

○ （委員長）他と比べて二宮の図書館は素晴らしいと思います。 

○ （教育長）町の満足度調査では１位となっています。 

○ （教育次長）図書館をよく利用していただいていると思いますが、予算が限られて厳しくなっ



てきています。そのため学校図書館をどのように工夫していくかというところで、町図書館と

学校図書館との連携がますます大切になってくると思います。 

○ （武井委員）先日テレビで、国立国会図書館のシステムが新しくなったことをやっていました。

蔵書の公開が多くなったり開館時間を延長したり、新しい取り組みをしています。水族館や動

物園なども目新しい試みをしたり、それぞれの存在価値を明確にしてきている時代の流れにな

ってきています。インターネットの検索が効果を持ってくると、図書館や生涯学習等のあり方

自体が変化してきます。図書館でなければできないことや、生涯学習のように人が顔を合わせ

て出来ることなど、従来の役割が変化してきていると思いますのでこれからどうしていくかテ

ーマを探ってほしいと思います。インターネットでクラウドという新しいしくみがあり、莫大

な情報をパソコンの中だけでなく外に出してしまおうということが出てきています。今後は図

書館と生涯学習が根本的に変わってくると思いますので、新しく研究してほしいと思います。 

○ （生涯学習課長）町図書館では本の予約を自宅からパソコンでできるシステムがあり、図書館

に来館しなくても予約ができるようになっています。 

○ （委員長）11 月の事業報告の地域教育力推進ネットワーク会議では、携帯電話のインターネッ

トの利用について県警本部からのお話があったようですが、3 年前に全県立高校でモラルにつ

いての方向性が決まりました。その時、高校では遅いのではないか、小中学校の早い時期から

必要だという感想を持ちました。小中学校に是非インターネットの利用の恐さやモラルについ

て知らせてほしいと思います。また、給食で、高山村のりんごが食べられるのがとても良いこ

とだと思います。二宮からは何が提供できるのかなと思いました。 

○ （教育長）二宮から高山村へは提供について話はしたことがありますが、現在は要望はありま

せん。 

○ （委員長）子ども達がこのようなことを通して、二宮から外へ目を向けることのよい機会では

ないかなと思いました。 

 

― 付議事項 ― 

議案第 12 号 平成 23 年度二宮町一般会計補正予算（案）について 

（教育総務課長）議案第 12 号 平成 23 年度二宮町一般会計補正予算（案）について説明。 

 

○ （小林委員）私立幼稚園の就園奨励費補助対象者で非課税対象者は去年と比べて増えています

か。 

○ （教育総務課長）増えています。予算は本年度実績をもとに作成していますが、経済的に厳し

い家庭が増えています。 

○ （小林委員）対象者について平成 24 年度はどのくらいの掛け率で見込んでいますか。 

○ （教育総務課長）現在をベースに、過去何年かの率でみて計算しています。非課税世帯対象者

は、当初予算より実態は約 1.5 倍増加しています。今回は特にその伸び率が大きいです。 

 

（委員長）各委員にこの件について諮る。 

委員全員賛成により、議案は承認される。 

 



議案第 13 号 平成 23 年度二宮町教育委員会点検・評価報告書（案）について 

（教育総務課長）議案第 13 号 平成 23 年度二宮町教育委員会点検・評価報告書（案）について

説明。 

 

○ （委員長）評価者の三浦さんの 3 点目の、点検・評価の仕方の工夫が必要だと私も思います。 

○ （小林委員）今後、この「点検･評価」は議会に出された後、来年度の委員会の活動の計画を

たてていくという流れですか。 

○ （教育総務課長）議会では報告という形になります。 

○ （小林委員）この報告書を上手く生かしていかなければならないと思います。 

○ （武井委員）このような評価はありがたいと思います。よいアドバイスをいただきました。 

○ （飯塚委員）評価をしていただいた方に、こちらからのフィードバックはあるのでしょうか。 

○ （教育総務課長）今後改善点があれば報告したいと思います。評価者については 1 年で終わり

ではなく、何年間かお願いしていますので、その中で結果の報告もできる機会があります。 

 

（委員長）各委員にこの件について諮る。 

委員全員賛成により、議案は承認される。 

 

議案第 14 号 平成 23 年度二宮町教育委員会教育長表彰被表彰者の選考について 

（教育総務課長）議案第 14 号 平成 23 年度二宮町教育委員会教育長表彰被表彰者の選考につい

て説明。 

 

（委員長）各委員にこの件について諮る。 

委員全員賛成により、議案は承認される。 

 

― 報告・協議事項― 

（１） 第 30 回二宮町・町内一周継走大会について 

（生涯学習課長）第 30 回二宮町・町内一周継走大会について説明。 

 

（２）放射線に関する対応について 

（教育総務課長）放射線に関する対応について説明。 

 

○ （委員長）もし今後除染することになったらどうするのでしょうか。 

○ （武井委員）今福島の原発から放射線が出ているのか、それとも当初の放射線をかき混ぜてい

るのか、その両方かどうなのでしょうか。 

○ （教育次長）県の数値には変化がありませんので、私は当初の放射線の影響と考えています。

長期的、定期的に見ていかなければならないと思っています。長い付き合いになると思います。 

○ （教育長）国や県の指示に従うということになると思います。 

○ （小林委員）8 月と 11 月を比べても変化は特にありません。山西小学校の数値について、山が

近くにあるという環境ですが影響があるのでしょうか。 



○ （教育長）モニタリングでは数値に問題はありません。 

○ （教育総務課長）放射線とは今後長い付き合いになると思いますが、国が放射線に関する副読

本を作っていて、今二宮でも申請中です。教育委員会としても子どもたちに正しい知識を知っ

てもらうようにやっていきたいと思います。 

 

― 次回教育委員会予定 ― 

（教育総務課副主幹）次回教育委員会議の日程及び出席を要する主な行事について説明。 

 

― 閉会宣言 ― 

（委員長）平成 23 年度 11 月定例教育委員会議を終了いたします。 

 

午後 １１時４５分終了 

 


